
 

地域の空気 

 

 

 

 

 

※注）120 ページはなし。113 ページは２回あり。



 
０．空気環境について考えてみたいこと 

（１）許容濃度の問題とリスクマネジメント 

（２）空気の質は改善されたとしても，一度病気になってしまった人はなかなか改善できない 

（３）越境汚染の問題をどのように考えるか 

  



 
１．都市の大気汚染 

１．１ 世界の大気汚染
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→光化学スモッグ

 

１．２ 日本の大気汚染  

（１）初期の大気汚染 

 

 



 
（２）明治維新の工業化から太平洋戦争終結までの大気汚染 

（３）第二次世界大戦後から環境危機までの大気汚染 



 

（４）環境危機以降における大気汚染 

２．大気汚染物質とその発生源  
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２．３ 浮遊粒子状物質 
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２．４ 微小粒子状物質（PM2.5） 
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２．５ 一酸化炭素 

２．６ オキシダント 
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３．大気汚染に係る環境基準と健康への影響 

３．１ 大気汚染に係る環境基準 
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３．２ 微小粒子状物質に係る環境基準 
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４．大気汚染物質排出量の監視 



 

５．大気汚染と気象  

５．１ 大気の安定度と汚染物質



 

 

 

 



 
５．２ 海陸風  

６．大気中における汚染物質の挙動  

 

６．１ 疾風型の大気汚染 
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６．２ 冬型の大気汚染 
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６．３ 夏型の大気汚染 
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７．自動車に起因する大気汚染 
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８．有害大気汚染物質 
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https://www.riam.kyushu-u.ac.jp/climate/member.html 

［13］「東京都環境局」＞「分野別のご案内」＞「自動車環境」＞「自動車の大気汚染対策」，もしくは「東

京都」＞「環境・都市基盤」＞「環境」＞「大気・化学物質や土壌汚染・環境保全」＞「自動車公害・

環境対策」＞「自動車の大気汚染対策」 

https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/vehicle/air_pollution/index.html 

［14］独立行政法人環境再生保全機構のホームページ 

https://www.erca.go.jp 


